
施
政
方
針
に
つ
い
て
（
庁
舎
建
設
、

人
事
制
度
、
産
業
高
校
な
ど
）

施
政
方
針
に
つ
い
て

永
野
市
長
の
公
約
、
施
政
方
針
に
つ

い
て

災
害
へ
の
備
え
、
市
民
病
院
の
独
立

行
政
法
人
化
に
つ
い
て

き し わ だ 議 会 だ よ り

　

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
窓
口
を
庁
内

外
に
設
置
し
て
い
る
が
、
働
く
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
全
庁
を
対

象
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
。
②
平
時
の
災
害
対
応
と
し
て
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
学
校
体

育
館
に
、
災
害
用
発
電
機
を
設
置
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
調
整

す
る
こ
と
。
③
障
害
福
祉
・
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
か

ら
一
般
社
会
へ
の
参
加
を
支
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
就
労

継
続
支
援
事
業
所
の
拡
充
と
、
一
般
企
業
の
経
営
者
の
理
解
と
協
力

に
努
め
る
こ
と
。
④
岸
和
田
警
察
は
、
本
市
の
少
年
非
行
事
犯
・
行

為
件
数
が
多
い
と
報
告
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
、
加
害
者
や
被
害

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
教
育
で
の
取
り
組
み
強
化
を
行
う
こ
と
。

京
西　

且
哲
（
次
世
代
政
策
会
議
）

！

①
市
長
公
約
に
お
け
る
身
を
切
る
改
革
と
し

て
、
報
酬
カ
ッ
ト
を
実
行
し
て
い
る
か
。
市

長
は
、
現
在
、
行
財
政
改
革
の
集
中
期
間
を

終
え
た
た
め
、
報
酬
を
元
の
水
準
に
戻
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
公
約
違
反
で
は
な
い
か
。

②
市
長
は
新
庁
舎
を
現
在
地
に
建
て
る
と
の

こ
と
。
活
断
層
・
津
波
・
液
状
化
・
高
潮
を

避
け
た
南
海
線
を
越
え
た
場
所
に
建
て
よ
う
。

③
岸
和
田
市
民
の
誇
り
「
市
民
道
場
心
技
館
」

に
つ
い
て
、
市
長
は
議
会
の
決
定
通
り
廃
止

す
る
と
の
こ
と
。
廃
止
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

井
舎　

英
生
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

！

●
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
の
た
め
に

迅
速
に
新
庁
舎
建
設
が
必
要
な
こ
と
、
そ
の
手
段
と
し
て
現
方
針
の

ま
ま
進
め
る
こ
と
が
最
速
で
あ
る
こ
と
、
仮
に
計
画
を
白
紙
に
戻
し

た
場
合
は
新
庁
舎
完
成
が
10
年
以
上
先
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ
る
た
め
の
人
事
制
度
改
革
に
つ
い
て
、

進
し
ん
ち
ょ
く捗

を
確
認
し
、
外
部
委
員
の
必
要
性
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

●
市
立
産
業
高
校
に
つ
い
て
は
、
10
年
近
く
前
か
ら
定
員
割
れ
の
リ

ス
ク
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
、
府
立
移
管
の
検
討
な
ど
の

課
題
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
殆

ほ
と
ん

ど
対
応
を

し
て
お
ら
ず
、
今
後
の
具
体
的
な
対
応
策
も
な
い
と
の
こ
と
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
放
置
せ
ず
に
対
応
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

①
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
て
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
旅
行
会
社
と

連
携
し
、
効
果
的
な
施
策
で
岸
和
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

②
地
域
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
に
波
及
す
る
効
果
を
十
分
に
勘

案
し
た
上
で
、
積
極
的
に
交
通
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

③
体
制
を
再
構
築
す
る
岸
和
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
運
営
事
業
費
が
高
額
な
点
を
改
善
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

④
不
登
校
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
は
学
校
に
お
け
る

人
間
関
係
や
集
団
づ
く
り
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
行
う
と
の
こ
と
。

子
ど
も
１
人
ひ
と
り
の
動
向
に
注
意
し
、
見
守
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

⑤
財
政
運
営
の
一
端
を
担
う
た
ば
こ
税
の
税
収
も
市
民
の
健
康
が
あ

っ
て
の
こ
と
。
今
後
も
健
康
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

殿
本　

マ
リ
子
（
に
じ
の
会
）

！

①
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
災
害
へ
の
備
蓄
物
資
の
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
以
下
の
こ
と
を
要
望
し
た
。
避
難
所
生
活
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
に
沿
っ
た
温
か
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

提
供
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
住
宅
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者
が
多
い
た
め
、

住
宅
の
耐
震
補
強
の
啓
発
と
補
助
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

　

最
後
に
市
民
と
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
求
め
た
。

②
市
民
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
独
立
行
政
法
人
に
経
営

形
態
を
変
え
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
の
こ
と
。
救
急
医
療
、小
児
・

周
産
期
医
療
な
ど
公
立
と
し
て
の
不
採
算
医
療
が
こ
れ
か
ら
も
続
け

ら
れ
る
か
、
収
益
重
視
の
経
営
と
な
ら
な
い
か
、
職
員
の
身
分
が
公

務
員
で
な
く
な
り
人
材
確
保
が
難
し
く
な
ら
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

米
田　

貴
志
（
公
明
党
）

！

　

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
現
基
本
計
画
を
破
棄
し
て
建
設
場
所
を
変

え
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
市
は
、
市
民
に
南
海
沿

線
よ
り
山
側
へ
の
避
難
を
徹
底
し
て
い
る
な
か
、
高
潮
浸
水
想
定
エ

リ
ア
内
に
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い

る
。
庁
舎
建
設
に
は
多
額
の
市
債
を
発
行
す
る
た
め
、
建
設
予
定
地

に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
回
避
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
の
６
月
議
会
に
続
き
本
年
の
３
月
議
会
で
も
、
３
分
の
２
近

く
の
議
員
の
反
対
に
よ
り
建
設
費
増
額
補
正
予
算
が
否
決
さ
れ
た
。

早
期
に
建
設
を
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
べ

き
で
あ
る
。
計
画
を
白
紙
に
戻
し
、
早
急
に
新
た
な
計
画
の
策
定
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

施
政
方
針
に
お
け
る
庁
舎
建
設
に
つ

い
て

！

①
岸
和
田
市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
個
別
計
画
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
変
更
、
見
直
し
も
含
め
、
今
後
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育
・
保
育

環
境
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
。
②
地
域
経
済
の
軸
と
な
る
産
業
・

観
光
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
に
お
い
て

遊
休
水
面
と
な
っ
て
い
る
貯
木
場
を
活
用
し
た
木
材
港
地
区
全
体
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
岸
和

田
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と
し
て
企
業
団
地
組
合
、
大
阪
木
材
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
協
会
な
ど
関
係
各
所
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
要
望
。
そ
の
た
め
に
市
長
と
し
て

必
要
な
協
力
や
役
割
分
担
に
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
よ
う
要
望
。

！

！

藤
原　

豊
和
（
大
阪
維
新
の
会
）

中
井　

良
介
（
日
本
共
産
党
）

烏
野　

隆
生
（
き
し
わ
だ
未
来
）

課
題
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
障
害
者
雇

用
、
青
少
年
問
題
な
ど
の
対
応

　総括質問（要旨）

　　　総括質問とは
　　　　定例会において、市長が行う翌年度の
　　　施政方針に対して、会派の代表者（議員）
　　　が質疑することを総括質問といいます。
　　　　議案などの詳細な審査は委員会におい
　　　て行われるため、総括質問においては、
　　　大綱（根本的なもの）について質疑が行
　　　われます。
　　　　令和６年第１回定例会では、７人の議
　　　員が総括質問を行いました（発言順に掲
　　　載）。

　　　
　　　質問の様子をご覧ください
　　　　スマートフォンなどでＱＲコードを読み取
　　　ると総括質問の録画映像（外部リンク：ＹｏｕＴｕｂｅ）
　　　が開きます。ぜひ、ご覧ください。
　　　　５月下旬以降、市議会ウェブサイトの「会
　　　議録の閲覧」のページでも詳細をご覧いただ
　　　けます。
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１

２

施
政
方
針
に
つ
い
て

岸和田城と心技館

１２

　新規採用職員が議場を見学

　４月４日に、市の新規採用職員の
研修の一環として、議場見学と模擬
議会が行われました。
　全員、初めて入る議場に緊張気味
でしたが、模擬議会では新採職員
が、議員役や市長役として原稿を熱
心に読み、市議会について学びまし
た。
　これから市の業務を担う新採職員
のみなさん、より良い岸和田市を目
指して、我々議員とともにがんばり
ましょう！

３ 総括質問
新規採用職員が議場を見学

１２３


